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NY マーケットレポート（2018 年 3 月 28 日） 
 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

NY 市場では、序盤に発表された米 GDP 確定値や、個人消費が上方修正されたことを受けて、ドルは主要通貨に対して堅調な動

きとなった。また、金正恩朝鮮労働党委員長と習近平国家主席との会談を受けて、朝鮮半島の緊張が緩和するとの観測から比較

的安全な通貨とされる円が売られ、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。特に、ドル/円は、一時 107.01 まで上昇し、3/13

以来約 2週間ぶりの 107 円台乗せとなった。 

 

 

主要経済指標 

 

4Q 米 GDP（前期比年率） 2.9％（予想 2.7％・前回 2.5％） 

 

4Q 米個人消費（前期比） 4.0％（予想 3.8％・前回 3.8％） 

 

米 10-12 月期の GDP 確定値は、年率換算で前期比+2.9％と、改定値から 0.4 ポイントの上方修正となり、3 四半期連続で 3％前

後の高成長となった。2017 年通年の GDP は、前年比+2.3％となった。GDP の約 7割を占める個人消費が改定値の+3.8％から+4.0％

に引き上げられたことが、GDP の押し上げ要因となった。また、企業の設備投資は、改定値の+6.6％から+6.8％に上方修正され

た。輸出は+7.0％、住宅投資は+12.8％だった。そして、FRB が物価の目安とする個人消費支出（PCE）物価指数は、前年比+1.7％

となった。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

2 月米中古住宅販売仮契約（前月比） 3.1％（予想 2.0％・前回 -4.7％ ⇒ -5.0） 

 

2 月米中古住宅販売仮契約（前年比） -4.4％（前回 -1.7％） 

 

2 月の米中古住宅販売仮契約は、前月比+3.1％となり、市場予想を上回る結果となった。前年比では-4.1％となった。地域別で

は、北東部が+10.3％、中西部が+0.7％、南部が+3.0％、西部が+0.4％となった。仮契約は通常 1-2 ヵ月以内に本契約に移行す

るため、仮契約は中古住宅市場の先行指数とされている。 
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出所：Bloomberg 

 

 

 

南ア政策金利発表 6.50％（予想 6.50％・前回 6.75％） 

 

南アフリカ中銀は、金融政策委員会で政策金利を市場の予想通り 0.25％引き下げることを投票で決定した。政策金利は、2年ぶ

りの低水準となった。中銀はインフレについて、少なくとも 2020 年末まで目標内で推移するとの見通しを示した。 

 

 
出所：Bloomberg 
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引き続きナスダックは下げ幅を拡大 

 

米株式市場は、トランプ米大統領が インターネット通販大手の課税強化を検討しているとの報道を手掛かりに、通販大手株が

大幅安となり、市場心理を冷やした。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時 230ドル高まで上昇したものの、小幅

安となった。一方、ハイテク業界に対する悲観的な見方が改善していないことから、ハイテク株中心のナスダックは下げ幅を拡

大した。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILM が作成 
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朝鮮半島の緊張緩和観測からドル円・クロス円は上昇 

 

NY 市場では、序盤に発表された米 GDP 確定値や、個人消費が上方修正されたことを受けて、ドルは主要通貨に対して堅調な動

きとなった。また、期末のドル買い需要もドルの押し上げ要因となり、ドルは主要 10 通貨に対して上昇した。そして、北朝鮮

情勢の緊張が緩和するとの観測から、比較的安全な通貨とされる円が売られ、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。ドル/

円は、一時 107.01 まで上昇し、3/13 以来約 2週間ぶりの 107 円台乗せとなる場面もあった。 

 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


